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１．研究計画の概要 

(1) 狂犬病ウイルス抗原迅速イムノクロ

マト法 (Rapid immunochromatography 

test [RICT])を実際の狂犬病診断に応

用し、その有効性の検討。 

(2) RICT を用いた原因不明脳炎、急性

弛緩性麻痺患者における麻痺型狂犬病

の有病率の調査。 

(3) アジアにおける狂犬病の疫学及

び分子疫学調査。 

 

２．研究の進捗状況 

 (1) タイ、ブータン、およびスリランカに

おいて、ヒトおよび動物脳検体を集め、RICT、

RT-PCR 法、及び蛍光抗体法(FAT)を用いて狂

犬病ウイルスの検出を行った。RICTの感度は

ヒト検体では 99%、イヌ検体では 95%であっ

たが、ネコ検体では 74%と低かった。その特

異度は動物検体を用いた場合 98-100%であっ

たが、ヒト検体では 80%であった。 

(2) 麻痺型狂犬病の診断法の確立を目指し

て、RICTを用いて脳炎または急性弛緩性麻痺

患者の脳脊髄液から狂犬病ウイルスの検出

を行った。スリランカにおいては 202検体の

内 4 検体、バングラデシュにおいては 69 検

体の内 1 検体が陽性であった。 

(3) 2004年から 2008年にかけてバングラデ

シュにおいて調査された狂犬病曝露者数、死

亡者数、およびワクチン接種者数をまとめ報

告した。スリランカにおいても 1999 年から

2010 年にかけて行った調査結果を地理情報

システムを用いて解析中である。 

また、狂犬病ウイルスの N、G、G-L 遺伝子

領域を増殖し、各国の狂犬病ウイルスについ

て分子疫学的解析を行った。ブータンおよび

バングラデシュ株は、近年インドで流行が認

められる極北型の遺伝子型であることを

我々は初めて確認した。また、スリランカで

初めて森林型狂犬病を確認し現在論文を作

成中である。さらにスリランカ株、バングラ

デシュ株の全ゲノム配列を決定し、ブータン

株についても現在解析を進めている。 

 

３．現在までの達成度 

①当初の計画以上に進展している 

（理由） 

(1) タイ、スリランカ、ブータンにおいて

ヒト及び動物脳検体を用いて、狂犬病診断に

おける RICT の有効性を評価し、研究結果を

まとめ論文を作成中である。 

 (2)スリランカ、バングラデシュにおいて

脳炎または急性弛緩性麻痺患者の脳脊髄液
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を収集し、RICTを用いた麻痺型狂犬病の有病

率を明らかにすることができた。 

 (3)バングラデシュ、スリランカにおける

狂犬病の流行状況を把握し、各国流行株の遺

伝子解析を終えた。 

４．今後の研究の推進方策 

(1) ネコ検体を用いた試験では良好な結果

が得られなかったため、対策を考えなければ

ならない。またヒト陰性対照群を確保するこ

とが難しく、RICTの有効性を正しく評価する

ために、今後も検体の収集を継続する必要が

ある。 

(2)応用的な研究として、麻痺型狂犬病の発

症機序の解明に努めると共に、患者への追跡

調査を行う予定である。またこれら疾患の原

因となった病原体の決定に努めたい。 

(3) 解析結果をまとめ、論文を投稿する。

さらにインドとラオスにおける調査を開始

し、他のアジア諸国へとフィールドを拡大す

る予定である。 

 

５. 代表的な研究成果 

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に

は下線） 
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